







































1671 年（寛文 11）、1680 年（延宝 8）、1728 年（享保
13）、1742（寛保 2）、1786 年（天明 6）、1846（弘化






































多いようである。それでも 1742 年と 1786 年の水害
は千人単位の死者が出ていると推測できる。
1742 年も 1786 年のときも浸水は軒の高さ以上の浸
水が数日間続いたため、そのような地域の人びとは





















に提示する。1742 年のときは 1218 回救助船が出動し
て、8日間で 3357 人が救助されている。1786 年の場
合は 205 艘の船が出動して 6日間で 5133 人を救助し














































































水害発生日 8月 1日 助人数 男 女 船数 助人無之船 （町船）
5日目 8月 5日 668 414 254 71 0 71
6 日目 8月 6日 1734 1082 652 222 30 192
7 日目 8月 7日 272 192 80 173 106 67
8 日目 8月 8日 110 49 61 154 126 28
9 日目 8月 9日 109 52 57 159 130 29
10 日目 8月 10 日 244 153 91 135 80 55
11 日目 8月 11 日 212 166 46 176 70 106
12 日目 8月 12 日 8 5 3 128 106 22
合計 3357 2113 1244 1218 648 570
典拠；『江戸町触集成』5（塙書房、1996 年）6631
天明 6年
水害発生日 7月 13 日 助人数 男 女 子供 町船 役船
6日目 7月 18 日 2641 1380 588 673 91 10
7 日目 7月 19 日 876 382 381 113 50 8
8 日目 7月 20 日 366 169 171 26 31
9 日目 7月 21 日 108 47 47 14 18
10 日目 7月 22 日 45 28 12 5 6
11 日目 7月 23 日 77 42 27 8 9
合計 4113 2048 1226 839 205 18
典拠；『東京市史稿　産業篇』30（東京都、1976 年）p291
























A「 大川通出水一件」1、コマ 109 ～ 11313）、深川猿
江裏町の 12 組 28 名の避難者名簿
B「 大川通出水一件」2、コマ 115-154、標題は「助
船にて召連候名前書」、7月付けの竪帳。


























外表紙年代 弘化 弘化 弘化
外表紙標題 大川通出水一件　一 大川通出水一件　二 大川通出水一件　三止
外表紙部局 年番 北年番 年番
内表紙年代 弘化三午年七月 弘化三丙年　午七月 午七月
内表紙標題 大川通出水一件 出水日記 出水出役触綴込
内表紙部局 年番方 北年番方 年番


























ている。町会所とは 1791 年（寛政 3）に設立された、
表 3　1846 年（弘化 3）水害の避難者（年齢判明分）
単身高齢者 高齢夫妻 父母子 母子 父子 単身成人 成人家族 合計 備考
男 女 男 女 男 女 ＊町方は全員店借
深川猿江裏町 23 2 3 28 母子 8組
深川六間堀代地町 6 6 2 家族、盲人
深川元町代地 2 2 植木屋母弟
南本所出村町 1 2 8 11 母子 3 組、船乗母弟妹、そば売母、日雇妻
本所永隆寺門前 4 1 5
本所長崎町 1 1 盲人
本所吉岡町一丁目 5 1 家族
本所吉岡町二丁目 2 1 13 24 1 1 42 父母子 3組、母子 8組
本所吉田町一丁目 33 3 2 38 母子 11 組
本所吉田町二丁目 2 2 4
中ノ郷代地町 1 3 4
本所三笠町 1 1 尼
亀戸町 2 4 5 3 3 3 20 母子 2組、病人 2名
本所柳島町 3 3
葛飾郡柳島村 3 3 百姓妻子
葛飾郡柳島新田 2 2 百姓倅、百姓同居
人数合計 3 5 2 28 110 2 6 11 3 2 168
組数合計 ― ― 1組 6組 38 組 1 組 ― ― 2組 1組 ―
表 4　1846 年（弘化 3）水害の避難者（年齢不明分）
母 妻 父母子 母子 単身男 単身女 男 2人 夫妻 合計 備考
亀戸境町 1 3 15 1 1 21 母子 6組
亀戸町 1 1 34 32 1 2 2 73 父母子 8組、母子 10 組
柳島町 3 1 2 4
柳島新田 2 2
小村井村 3 3
人数合計 1 2 37 53 4 2 2 4 103

































































































































































































まず、地域別に見てみる。亀戸町が表 3と表 4 を
合わせると合計 94 人で避難者の約半数を占める。そ
の近くのさらに場末の亀戸境町も21名と多めである。
この 2箇所は 6 月晦日時点では床上浸水していない
が、7月 9日には床上 5, 6 寸の浸水を見た。このため
に多くの避難者を出しているのであろう。
深川猿江裏町も、6月晦日に 1, 2 寸の床上浸水、7









つぎに、タイプ別に見る。表 3 では母子が 38 組
110 人と避難者の過半を占める。実例としては、記載
例がこれにあたる。次いで父母子という両親と子供
の組み合わせが 6組 28人いる。合計で 138人になり、
避難者の 8割近くを占める。




族は 2 組 6 人しかいないので、表 1 と同様に表 2 で
も厳密な意味での父母子と母子だけでも 8割を占め















印象である。そのほかに、盲人が 2人、病人が 2 人
見られる。災害弱者が救助されているといえる。
この 1846 年水害に見る避難者の特徴は、1節でみ
た 1742 年、1786 年の水害における救助人数の集計表




























































































































































害の場合は、町奉行所は、7月 9 日から 17 日までの









































は 5, 6 寸から 1 尺 2, 3 寸の浸水であり、床下で 4, 5






























































































































32） 注 28 とおなじ。
